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そ地々景、史温
ろ域の、朝的泉
つな食農市街位
てらな家、並官
いでど民棚みス
るは、泊田塗
。の能、、浜り
さも登四農辺物
らのに季村

文化考
図

周
一に
農
業
、
工
芸
、
漁
業
な
ど

一の
優
れ
た
技
術
者
が
い

ト
＝る
。
こ
れ
ほ
ど
文
化
性
の

一帝
E

あ
る
と
こ
ろ
も
珍
し
い
の

一で
は
な
か
ろ
う
か
。
新
幹

出線
が
で
き
れ
ば
、
大
き
な

三
一観
光
地
と
し
て
の
優
位
性

出が
打
ち
出
せ
る
だ
ろ
う
。

な
ぜ
な
ら
現
在
の
観
光

担
の
要
素
が
、
団
体
客
か
ら

E

個
人
、
恋
人
同
士
、
フ
ア

K杢

者区

〈〉昼
H
牧
園
流
歌
謡
舞
踊
、
た
の
し

い
コ
ー
ラ
ス
、
初
心
者
の
ハ
ー
モ
ニ

カ
、
古
文
書
を
読
み
解
く

〈〉夕
日
し
の
笛

。
夜
H
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笛
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込
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基
礎
か
ら
始
め
る
べ
ン
書
道
H
3

月
7
日
（
土
）
前
叩
・
ぬ
1
正
午
、

体
験
受
講
料
1
2
3
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税
込
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大
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こ
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も
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ムビ

ー
自ら
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ミ
リ
1
客
へ
移
行
。
名
所
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
英
あ
り
、
環
境
へ
の
対
策
が
客
も
多
い
。
ロ
l
リ
ゾ
ー
ト
「
ぶ
ど
う
一
自
分
で
栽
培
し
た

旧
跡
巡
り
か
ら
、
自
然
や
固
な
ど
の
E
U諸
国
。
農
実
施
さ
れ
て
い
る
か
ら
兵
庫
県
の
械
崎
温
泉
は
の
樹
」
の
よ
う
に
、
地
域
一

環
境
の
請
の
あ
る
街
並
村
長
く
と
、
農
家
の
宿
だ
。
そ
れ
は
商
店
街
に
も
街
並
み
景
観
対
策
で
、
建
全
体
に
木
々
や
花
々
を
植
一
大
豆
で
豆
腐
作
り

み
の
あ
る
と
こ
ろ
へ
。
車
泊
、
街
並
み
の
君
が
素
適
用
さ
れ
て
い
る
。
車
は
材
の
色
調
の
規
制
や
車
の
え
、
緑
豊
か
な
景
観
を
つ
一

珠
洲
・直
小
児
童

の
多
い
と
こ
ろ
か
ら
、
ツ
晴
ら
し
い
。
緑
や
街
並
み
入
れ
ず
、
町
を
歩
い
て
買
制
限
、
歴
史
的
建
造
物
と
く
り
、
県
外
の
人
た
ち
を
一

珠
洲
市
直
小
学
校
の
四

ー
リ
ン
グ
や
歩
げ
る
街
並
が
美
し
い
。
景
観
規
制
い
物
が
で
き
る
よ
う
に
な
の
調
和
を
心
掛
け
る
。
梅
魅
了
し
集
客
が
で
き
て
い
一年
生
十
九
人
が
十
八
日
、

み
へ
。
そ
の
土
地
の
食
と
（
デ
ザ
イ
ン
コ
l
ド
）
が
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
観
光
外
客
向
け
の
英
語
サ
イ
ト
る
。
結
果
的
に
特
産
品
販
一同
市
直
公
民
館
で
、
学
校
一

売
や
料
理
の
売
り
上
げ
に
一農
園
「
た
だ
っ
子
農
園
」
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－
つ
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っ
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。

一で
栽
培
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た
珠
洲
特
産
の
一、

こ

な
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可

一

性

一

ハ

ザ

ム

岩

手

県

葬

市

は

、

ェ

一大
浜
大
豆
と
、
器
産
の
一

一－E

L

E
一
品

1ι

一

a
芸
、
農
業
、
食
、
歴
史
的
一に
が
り
を
使
っ
て
豆
腐
作
一

！
ー
ー
ー

i

a
建
造
物
な
ど
優
れ
た
人
や
一
り
を
し
た
。

一

、rap
i
d

－
h
’
f
A
A
屠

建
築
物
、
景
観
を
カ
タ
ロ

一

総
合
的
な
学
習
の
農
業
一

食

環

境
ジ
ャ
ー
ナ

リ

ス

ト

金

丸

山

桜

美

グ
に
し
て
い
る
。
地
域
の
一
体
験
と
公
民
館
の
地
産
地
一

文
化
を
語
れ
る
人
と
の
マ
一
消
活
動
の
一
環
。
児
童
た
一

運
営
で
、
圏
内
の
み
な
ら
ツ
チ
ン
グ
で
観
光
に
結
ぶ
一
ち
は
三
班
に
分
か
れ
、
地
一

勧
ず
海
外
か
ら
の
客
を
増
や
こ
と
を
実
施
し
て
い
る
。
一
元
婦
人
会
メ
ン
バ
ー
の
指
一

切
し
て
い
る
。

田
舎
の
い
い
も
の
を
、
一
導
で
作
業
。
二
十
四
時
間

ぽ
ユ
ズ
関
連
商
品
の
開
発
徹
底
的
に
集
積
し
、
都
市

日
で
山
村
に
働
く
場
を
拡
大
に
な
い
も
の
を
全
体
で
明

附
し
た
高
知
県
の
馬
路
村
農
確
に
し
て
い
っ
た
ほ
う

晦
協
や
福
岡
県
岡
垣
町
の
グ
が
、
結
果
的
に
観
光
客
を

即
ラ
ノ
M
Kが
運
営
す
る
ス
誘
致
で
き
、
逆
に
東
京
へ

調

l
i
a
i－
－
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i
l
i
a－
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i

；
売
れ
る
と
い
う
、
今
、
逆

る
か
な
ま
る

・
ひ
ろ
み
転
現
象
が
各
地
で
起
こ
り

X
食
環
境
ジ
ャ

l
ナ
リ
ス
始
め
て
い
る
。

を
ト
。
地
域
活
性
化
ア
ド
パ
そ
ん
な
潮
流
の
な
か
で

閣
イ
ザ
l
。
著
書
に

『田
舎f

能
登
の
文
化
は
、
今
後
の

胡

力

ヒ

ト

・
夢
・
カ
ネ
カ

机
集
ま
る

5
つ
の
法
則
』

主
流
に
な
る
可
能
性
を
大

唱
団
（
N
H
K生
活
人
新
書
）
い
に
秘
め
て
い
る
と
い
え

車
他
多
数
。

る
だ
ろ
う
。

料
理
へ
と
、
大
き
く
変
化

を
し
て
い
る
か
ら
だ
。

海
外
客
か
ら
も
日
本
ら

し
い
食
、
情
景
と
た
た
ず

ま
い
が
、
魅
力
あ
る
も
の

と
し
て
映
っ
て
い
る
。

た
だ
、
い
ま
ま
で
の
も

の
を
、
そ
の
ま
ま
並
べ
て

提
供
す
る
だ
け
で
は
だ
め

で
、
全
体
の
調
和
や
、
厳

選
さ
れ
た
食
と
料
理
な
ど

が
、
今
後
は
必
要
で
、
そ
の

発
信
力
が
行
政
手
腕
と
し

て
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

海
外
客
誘
致
の
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
は
、
フ
ラ
ン
ス
、

＼ 

内
の
プ
l
ル
で
塗
c
、
マ
「
啓
野
や
輝
き
放
つ
北
陸

ス
タ
l
ズ
の
大
会
に
も
出
一
路
」
。

る
元
気
さ
。

一

率
寿
に
詠
ん
だ
。
「

一

J
R羽
咋
駅
の
一
角
に
一つ
事
成
り
し
早
春
鳶
の

毎
月
、
句
を
出
し
て
い
一笛
」。

作
品
は
「
分
身
の

る
。一
二
月
の
句
は
手
元
の
一
よ
う
な
も
の
」
と
い
う
。

メ
モ
用
紙
に
あ
る
。
北
陸
「
生
涯
の
一
句
を
残
し
た

新
幹
線
開
業
に
寄
せ
て
い
」
と
も
願
う
。
巻
末
に

ユヒ

句集 F卒寿」を手に 戸100歳を超
えても句を作りたL、」と語る木津
亥さ無さん＝羽咋市千里損町で

輪
島
市
名
舟
町
に
伝
わ
る
県
指
定
無
形
文
化
財
「
御
陣
乗
太

鼓
」
の
無
料
実
演
が
、
こ
と
し
か
ら
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
で
開
催
さ

輪
島
で
宿
泊
す
る
観
光
客
を
増
や

そ
う
と
毎
年
、
四
月
末
か
ら
道
の
駅

支

h邑

． 

三つの朝市交流協定調印

水
に
浸
し
て
お
い
た
大
豆

を
ミ
キ
サ
ー
で
ク
リ
ー
ム

状
に
し
て
煮
て
、
布
で
こ

し
て
豆
乳
と
お
か
ら
に
分

a明
一

式同

ォ
た
。豆
乳
に
は
、
に
が
り
を
民
生
児
童
委
員
ら

入
れ
て
お
ぼ
ろ
豆
腐
に
。

事
例
通
じ
て
学
ぶ

お
か
ら
は
丸
め
て
ド
l
ナ

ツ

に

し

た

。

志

賀

の

拐

議

会

児
童
た
ち
は
年
来
の
闘
志
賀
町
民
生
児
童
委
員

に
、
で
き
た
て
の
豆
乳
と
協
議
会
の
研
修
会
が
、
七

お
か
ら
を
味
見
し
て

「お
尾
市
内
の
旅
館
で
あ
り
、

い
し
い
」
と
笑
顔
。
出
来
一委
員
六
十
九
人
が
活
動
報

上
が
っ
た
豆
腐
と
ド
！
ナ
一告
や
グ
ル
ー
プ
討
議
な
ど

ツ
の
試
食
も
し
た
。

一

を
通
し
て
見
識
を
深
め

（
近
江
士
郎
）

一た
。
松
村
和
子
会
長
の
あ

h

一い
さ
つ
に
続
き
、
代
表
し

h
週

一て
委
員
一
ニ人
が
活
動
を
報

ー

一告
し
た
。

、

る
で
一

｝
」
の
う
ち
一
人
は
、
昨

4
わ
館
一

教
民
一年
末
に
詳
細
な
身
元
が
不

悼む一
一明
な
人
の
行
き
倒
れ
が
あ

俳
怖
一り
、
委
員
が
親
族
捜
し
ゃ

回
開
一納
骨
の
段
取
り
に
奔
走
し

に
こ
た
事
例
を
紹
介
。
「

一
人

員
ち
一

会
た
一暮
ら
し
の
お
年
寄
り
は
増

人
重
一

婦
児
一え
て
お
り
、
今
後
も
こ
う

一し
た
事
案
が
起
き
る
可
能

一性
は
あ
る
」
と
問
題
提
起

一し
た
。

（

裡
辺
大
地
）
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一戦
。
足
先
ま
で
伸
び
た
美


